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多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た

観
光
対
策
の
推
進

地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
産
業

の
振
興
が
必
要
で
す
。
そ
の
中
心

に
観
光
業
を
位
置
づ
け
、
ほ
か
の

産
業
と
連
携
し
な
が
ら
町
内
産
業

全
体
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

山
の
観
光
と
海
の
観
光
を
一
体

と
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
、
Ｐ

Ｒ
の
強
化
や
、
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ

ー
デ
ン
で
の
町
全
体
の
観
光
案
内

や
特
産
物
販
売
機
能
の
強
化
、
阪

神
間
、
中
国
・
四
国
方
面
へ
の
観

光
Ｐ
Ｒ
な
ど
対
外
的
な
展
開
を
進

め
ま
す
。

観
光
案
内
看
板
の
改
修
、
猿
尾

滝
の
ト
イ
レ
整
備
な
ど
施
設
整
備

を
行
い
、
地
域
の
ま
つ
り
や
観
光

イ
ベ
ン
ト
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
関
係
者
と
積
極

的
に
開
催
し
て
、
来
町
者
の
増
加

に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

架
け
替
え
が
決
定
し
た
余
部
鉄

橋
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
景
観
が

眺
め
ら
れ
る
今
年
に
「
全
国
鉄
橋

サ
ミ
ッ
ト
」
や
撮
影
会
な
ど
イ
ベ

ン
ト
を
集
中
的
に
実
施
し
、
多
く

の
観
光
客
や
鉄
道
フ
ァ
ン
の
来
町

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

山
と
海
と
の特

色
あ
る
産
業
の
振
興

町
内
の
主
要
産
業
は
そ
れ
ぞ
れ

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
そ
の
対

応
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

観
光
業
と
の
連
携
の
中
で
町
内

の
産
業
間
連
携
を
促
進
し
、
そ
の

中
か
ら
少
し
で
も
発
展
方
策
を
見

い
出
し
て
い
き
ま
す
。

香
住
区
で
取
り
組
ん
で
い
た

「
産
業
活
性
化
協
議
会
」
を
全
町
的

に
拡
大
し
て
、
当
面
は
但
馬
牛
の

地
元
肥
育
に
よ
る
旅
館
・
民
宿
で

の
地
元
産
牛
肉
の
使
用
、
野
菜
類

の
契
約
生
産
な
ど
、
可
能
性
の
高

い
業
種
間
連
携
策
を
検
討
し
ま
す
。

漁
業
で
は
漁
船
の
減
少
食
い
止

め
と
資
源
保
護
、
増
殖
。
水
産
加

工
業
で
は
付
加
価
値
の
高
い
加
工

品
の
開
発
。
農
業
で
は
有
機
栽
培

な
ど
安
全
、
安
心
な
農
産
物
の
生

産
促
進
と
地
産
地
消
体
制
の
確
立
。

畜
産
業
で
は
経
営
体
質
強
化
へ
向

け
て
の
増
頭
対
策
、
糞
尿
処
理
の

円
滑
化
。
林
業
で
は
公
益
的
機
能

向
上
の
た
め
の
森
林
整
備
。
商
業

平
成
18
年
度
町
長
施
政
方
針

議会で所信表明を行う藤原町長

ま
ち
づ
く
り
元
年
、
行
財
政
改
革
元
年

3月6日、第8回香美町議会が招集され、その冒頭で
藤原久嗣町長は平成18年度の香美町政にのぞむ所信を
表明しました。
その中で藤原町長は、厳しい財政状況から18年度を

「行財政改革元年」と位置づけるとともに、「まちづく
り元年」として山のまちと海のまちとの特色を生かし
た相乗効果の上がるまちづくりを目指して、6つの主な
政策の方向を示しました。

財
政
運
営
の
健
全
化
に
向
け
て

抜
本
的
な
経
費
の
縮
減
を
図
る
と

と
も
に
、
一
方
で
合
併
後
の
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
重
要

性
、
緊
急
性
の
高
い
施
策
を
中
心

に
タ
イ
ム
リ
ー
な
展
開
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

合
併
後
の
本
格
的
な
香
美
町
づ

く
り
に
向
け
て
、
「
美
し
い
山
・

川
・
海
　
人
が
躍
動
す
る
　
交
流

と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標

に
、
山
の
ま
ち
と
海
の
ま
ち
と
の

特
色
を
生
か
し
た
相
乗
効
果
の
あ

が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

6
つ
の
政
策
を
中
心
に
具
体
的
な

施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

町
政
運
営
の
方
向

財
政
健
全
化
の
方
向

主
な
政
策
の
取
り
組
み
方
向

人
口
減
少
に
伴
う
地
方
交
付
税

の
減
少
や
、
高
齢
化
に
よ
る
医

療
・
介
護
関
係
経
費
な
ど
の
増
加

に
よ
り
、
18
年
度
の
財
政
運
営
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
現
在
の
基
金
約
７
億
円

は
、
今
後
の
予
測
で
き
な
い
支
出

へ
の
対
応
の
た
め
、
極
力
取
崩
し

を
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
人
件
費
の
削
減
や
、

投
資
的
経
費
削
減
、
補
助
金
・
扶

助
費
な
ど
の
見
直
し
、
使
用
料
・

手
数
料
・
負
担
金
な
ど
の
見
直
し

と
い
っ
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

香
美
町
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

と
行
財
政
改
革
の
同
時
進
行
を
図

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
今
後
も

歳
出
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
団
体
ご
と
の
補

助
金
の
引
き
下
げ
な
ど
は
段
階
的

に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、
そ
の

ほ
か
の
経
費
に
つ
い
て
も
更
な
る

見
直
し
を
行
い
、
３
年
間
で
の
財

政
健
全
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。



幹
線
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
促
進

地
域
高
規
格
道
路
「
余
部
道
路
」

の
円
滑
な
工
事
進
行
に
積
極
的
に

対
応
し
て
い
く
と
と
も
に
、
豊

岡
・
浜
坂
方
面
へ
の
延
伸
の
早
期

実
現
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

国
道
9
号
の
笠
波
峠
ト
ン
ネ
ル

化
も
国
の
取
り
組
み
に
協
力
し
て

早
期
着
工
化
へ
努
め
ま
す
。

町
内
を
縦
貫
す
る
県
道
香
住
・

村
岡
線
「
大
乗
寺
バ
イ
パ
ス
」「
境

バ
イ
パ
ス
」、
国
道
4
8
2
号
「
大

谷
バ
イ
パ
ス
」
の
早
期
着
工
に
向

け
て
必
要
な
対
応
を
進
め
ま
す
。

余
部
鉄
橋
の
架
け
替
え
は
、
地

元
の
意
向
が
十
分
反
映
で
き
る
よ

う
、
随
時
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、

必
要
な
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
意
見
を
十
分
と

り
ま
と
め
、「
余
部
鉄
橋
利
活
用
検

討
会
」
で
現
橋
の
取
り
扱
い
な
ど

の
的
確
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

3

で
は
既
存
商
店
街
の
活
性
化
を
中

心
に
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
創
造

（
少
子
化
対
策
）

町
内
独
身
男
性
と
都
市
部
な
ど

の
独
身
女
性
と
の
「
若
者
交
流
事

業
」
を
山
・
海
の
２
会
場
に
再
編

し
、
よ
り
交
流
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

今
子
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
夜
間
照

明
設
備
を
整
備
す
る
ほ
か
、
住
宅

確
保
に
対
す
る
支
援
策
を
講
じ
、

若
者
が
住
み
や
す
く
活
動
し
や
す

い
環
境
を
作
り
ま
す
。

子
ど
も
の
遊
び
場
確
保
の
た
め
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
地
に
県
と
多

目
的
運
動
公
園
を
、
町
独
自
に

「
こ
ど
も
広
場
」
を
整
備
し
ま
す
。

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
セ
ン
タ

ー
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、

子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

（
高
齢
者
対
策
）

高
齢
者
の
半
数
を
占
め
る
前
期

高
齢
者
（
65
〜
74
歳
）
に
地
域
の
中

核
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
観
光
業
と
連
携
し
た
農
産
物

生
産
活
動
、
高
齢
者
支
援
の
リ
ー

ダ
ー
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
応
援
活

動
、
観
光
ガ
イ
ド
活
動
な
ど
の
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
や
家
族
に
対
す
る
総
合

的
な
相
談
・
支
援
を
行
う
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
し
く
設
置

し
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な

っ
た
り
、
状
態
が
悪
化
し
な
い
よ

う
介
護
予
防
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

各
区
公
民
館
な
ど
で
行
っ
て
い

る
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

を
全
町
に
広
げ
、
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
な
ど
生
活
支
援
事
業
を
継
続

実
施
し
ま
す
。

（
医
療
体
制
の
整
備
）

公
立
香
住
総
合
病
院
は
、
現
1
0

2
床
の
う
ち
、
約
40
床
を
療
養
病
床

に
切
り
替
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
国
の
医
療
費
抑
制
の
動
き
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
見
極
め
、
で
き

る
だ
け
早
く
実
施
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

香
住
区
の
佐
津
診
療
所
は
医
師

確
保
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
4
月

か
ら
週
2
、
3
日
の
診
療
体
制
に

し
ま
す
。
村
岡
区
の
兎
塚
、
川
会
、

原
の
3
診
療
所
は
、
兎
塚
2
日
、

川
会
と
原
で
3
日
の
体
制
と
し
て

経
費
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
も
つ

青
少
年
の
育
成

学
校
、
地
域
、
家
庭
が
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と

の
良
さ
を
教
え
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
も
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ

る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
い
人
間
」
を
育
て

る
こ
と
を
目
標
に
、
各
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
始
め

て
き
ま
し
た
。
学
校
区
単
位
に

「
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
」
を
組
織

し
て
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
情
報
交

換
や
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

18
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
や

文
化
な
ど
専
門
分
野
に
詳
し
い
人
に

「
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士
」
と
な
っ

て
い
た
だ
き
、「
ふ
る
さ
と
教
育
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
推
進
の
要

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ

青
少
年
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

香
り
高
く
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
運
動
の
展
開

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
呼
び
か
け
た
「
香
り
高
く
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
は
、
17
年

度
中
に
各
区
ご
と
の
推
進
体
制
が

で
き
上
が
り
、
人
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
（
花
づ
く
り
）、
歴
史
・
文

化
づ
く
り
の
3
つ
の
目
標
を
各
区

の
実
態
に
即
し
て
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
18
年
度
か
ら
そ
の
具
体
的
展

開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
に
合
併
記
念
と
し

て
取
り
組
ん
だ
「
矢
田
川
桜
つ
つ

み
街
道
事
業
」
は
、
2
年
目
の
植

栽
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

平成18年度の重点事業・主要事業

◆多彩な資源を生かした
観光対策の推進◆

観光看板の整備／猿尾滝の公衆トイ

レ整備／各種キャンペーンの開催／

神戸新聞会館大型ビジョン放映／尼

崎市で香美町フェスタ開催／余部鉄

橋記念事業　など

◆山と海との特色ある産業の振興◆
香住区三谷に交流施設整備／優良肉

用雌子牛保留対策事業費補助／野生

鳥獣・有害鳥獣捕獲活動、防除／災

害に強い森づくり推進／香住町漁協

公衆トイレ改築補助　など

◆活力ある福祉社会の創造◆
若者定住促進奨励金の拡充／都市部

独身女性と町内独身男性との交流会

開催／今子浦グラウンド夜間照明整

備／ルネッサンス計画地に子ども広

場整備／高齢者の生きがいと健康づ

くり推進事業　など

◆ふるさとに愛着をもつ青少年の育成◆
いきいき学校推進事業／トライやる

ウィーク推進事業／ふるさと教育プ

ロジェクト事業／社会科副読本の作

成／応挙絵画から次代の世界へ発信

する事業　など

◆香り高く美しい
まちづくり運動の展開◆

香りの花づくり推進事業／心に香り

ただよう人づくり推進事業／香り高

い歴史・文化づくり推進事業／矢田

川桜つつみ街道事業　など

◆幹線交通ネットワークの整備促進◆
香住港湾線自歩道整備（七日市・香

住）／野間谷線道路改良（大谷・野

間谷）／余部御崎線災害防除（余

部）／和佐父線道路改良（和佐

父）／川会丸味線道路改良（丸

味）／山手若松線道路改良（若

松）／香住中学校北線ほか床版橋嵩

上ほか（香住・森）／熊波前田線道

路改良（熊波） など

◆最重点課題事業の促進◆
庁舎建設事業（新庁舎建設、現庁舎

解体撤去）／特別養護老人ホーム整

備事業（整備法人への負担金支出、

周辺道路整備）／健康増進施設整備

事業（グラウンドゴルフ場整備）



平
成
18
年
度
は
香
美
町
と
し
て
の
実
質
的
な
ま
ち
づ
く
り
元
年
と
位
置
づ
け
る
と
と

も
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
打
破
す
る
た
め
抜
本
的
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
元
年

と
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
、
特
別
・
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
香
美
町
の
予
算
総
額
は
2
7
0
億
1
、

7
3
6
万
円
で
、
前
年
度
予
算
と
比
べ
10
・
7
％
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度

予
算
に
は
未
収
金
・
未
払
金
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ら
を
差
し
引
い
た
実
質
的

な
予
算
比
較
で
は
0
・
7
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
1
4
5
億
5
、
2
0
0
万
円
で
、
前
年
度
の
1
6
3
億
6
、

0
0
0
万
円
に
比
べ
11
・
1
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
前
年
度
予
算
に
係
る
未
収
金
・
未
払
金
を
除
い
た
予
算
額
は
1
4
2
億
1
、

1
6
2
万
円
で
、
17
年
度
予
算
額
と
比
べ
2
・
4
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
合
併
時
の
最
重
点
課
題
事
業
で
あ
る
庁
舎
建
設
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
整
備
負
担
事
業
、
健
康
増
進
施
設
（
多
目
的
運
動
場
）
整
備
事
業
と
公
立
八
鹿
病

院
組
合
建
設
事
業
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
事
業
な
ど
の
特
殊
要
因
を
除
い
た
予
算
額

は
1
2
1
億
2
、
3
1
9
万
円
で
あ
り
、
前
年
度
の
特
殊
要
因
を
除
い
た
予
算
額
1
2

8
億
6
、
0
1
8
万
円
に
比
べ
、
7
億
3
、
7
0
0
万
円
の
減
（
5
・
7
％
減
）
と
な

り
ま
し
た
。

4

地方交付税
61億

7,600万円
42.4％

町債
25億

3,460万円
17.4％

町税
17億

9,957万円
12.4％

繰入金
8億3,292万円

5.7％

歳　入
145億

5,200万円

歳　出
145億

5,200万円

県支出金
7億5,958万円

5.2％

諸収入
7億1,064万円

4.9％

国庫支出金
4億3,726万円

3.0％

交付金
4億1,605万円

2.9％

そのほか
5億5,538万円

3.8％

地方譲与税
3億3,000万円

2.3％

公債費
29億898万円
20.0％

民生費
25億8,137万円

17.7％

総務費
24億2,927万円

16.7％

衛生費
16億8,808万円

11.6％

土木費
15億2,612万円

10.5％

教育費
12億1,011万円

8.3％

農林水産業費
10億

5,565万円
7.3％

消防費
5億2,190万円

3.6％

商工費
5億65万円
3.4％

議会費
1億778万円
0.7％

労働費
1,183万円
0.1％

予備費
1,026万円
0.1％

平
成
18
年
度
一
般
会
計
、
特
別
・
企
業
会
計
予
算

2
7
0
億
円
の
ま
ち
づ
く
り

▼
一
般
会
計
　
1
4
5
億
5
、
2
0
0
万
円
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18年度予算

14,552,000

12,465,362

2,741,921

2,285,683

456,238

86,761

79,688

0

0

199,416

90,373

2,581,220

1,904,349

1,872,805

31,544

386,000

2,774,195

4,800

19,564

6,386

55,900

34,000

90,000

20,923

1,414,158

1,258,869

155,289

431,946

239,318

192,628

27,017,362

17年度予算

16,360,000

13,905,365

3,019,688

2,350,615

669,073

78,170

0

129,649

119,127

236,497

105,630

2,821,553

1,774,561

1,739,241

35,320

421,885

3,293,655

5,621

11,694

8,650

57,120

38,667

107,946

26,541

1,798,345

1,625,369

172,976

519,439

250,714

268,725

30,265,365

対前年比

-11.1%

-10.4%

-9.2%

-2.8%

-31.8%

11.0%

皆増

皆減

皆減

-15.7%

-14.4%

-8.5%

7.3%

7.7%

-10.7%

-8.5%

-15.8%

-14.6%

67.3%

-26.2%

-2.1%

-12.1%

-16.6%

-21.2%

-21.4%

-22.5%

-10.2%

-16.8%

-4.5%

-28.3%

-10.7%

一般会計

特別・企業会計

国民健康保険事業

事業勘定

直診勘定

佐津診療施設勘定

兎塚・川会・原診療施設勘定

兎塚診療施設勘定

川会・原診療施設勘定

小代診療施設勘定

兎塚・川会歯科診療施設勘定

老人保健事業

介護保険事業

事業勘定

サービス事業勘定

簡易水道事業

下水道事業

財産区

香住海岸土地造成事業

町立地方卸売市場事業

国民宿舎事業

矢田川憩いの村事業

門真市村岡自然ふる里村運営事業

宅地造成事業

公立香住総合病院事業

収益的収支

資本的収支

上水道事業

収益的収支

資本的収支

合　計

平成18年度香美町各会計予算

町
税
は
、
町
民
税
の
増
収
見
込

み
に
よ
り
17
億
9
、
9
5
7
万
円

（
前
年
度
比
1
・
8
％
増
）
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
61

億
7
、
6
0
0
万
円
（
前
年
度
比

3
・
1
％
減
）
で
歳
入
全
体
の

42
・
4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
国

の
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
所
得
譲

与
税
は
、
前
年
度
比
91
・
3
％
増

の
1
億
5
、
3
0
0
万
円
を
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。

地
方
債
の
発
行
は
合
併
特
例
債

を
含
み
25
億
3
、
4
6
0
万
円
（
前

年
度
比
54
・
5
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
が
、
特
殊
要
因
を
除
く
と
10

億
1
、
6
2
0
万
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基

金
の
繰
入
金
は
2
億
3
、
4
0
0
万

円
（
前
年
度
比
16
・
4
％
減
）
で
す

が
、
17
年
度
決
算
積
立
に
よ
り
、
18

年
度
末
残
高
見
込
額
は
6
億
2
、
5

0
0
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

17
年
度
と
同
様
に
厳
し
い
財
政

状
況
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
緊
急

性
、
必
要
性
の
高
い
事
業
に
絞
っ

た
予
算
と
し
ま
し
た
。

人
件
費
は
退
職
者
不
補
充
、
3

役
・
議
員
報
酬
の
引
き
下
げ
、
職

員
給
与
な
ど
の
削
減
、
旅
費
や
需

【
歳
　
入
】

【
歳
　
出
】

町民1人当たりの町税額　合計79,786円

■町民税（個人の所得や会社、団体などの収益に
対してかかる税金）…28,737円
■固定資産税（土地、家屋、償却資産に対してか
かる税金）…43,670円
■軽自動車税（軽自動車やオートバイに対してか
かる税金）…2,240円
■たばこ税（町内で販売されているたばこに対し
てかかる税金）…4,620円
■入湯税（温泉や共同浴場に対してかかる税金）…
519円

町民1人当たりの予算額　合計645,178円

■議会費（町議会運営にかかる費用）…4,778円
■総務費（町役場の運営管理などにかかる費用）
…107,704円
■民生費（老人福祉や児童福祉などの充実にかか
る費用）
…114,448円
■衛生費（町民の健康管理やごみの回収、清掃な
どにかかる費用）…74,843円
■農林水産業費（農林水産業の活性化にかかる費
用）…46,803円
■商工費（商工業、観光の活性化にかかる費用）
…22,197円
■土木費（道路や橋、町営住宅などの建設、維持
管理にかかる費用）…67,662円
■消防費（消防や災害対策にかかる費用）…23,139
円
■教育費（学校教育、社会教育、文化、スポーツの
振興にかかる費用）…53,651円
■公債費（町が借り入れたお金の返済にかかる費
用）…128,973円
■そのほか…980円

（ともに平成18年3月1日人口22,555人で計算）

用
費
、
委
託
料
や
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
伴
う
施
設
の
維
持
管

理
経
費
も
削
減
を
図
り
ま
し
た
。

借
金
の
返
済
に
充
て
る
公
債
費

29
億
8
9
9
万
円
（
前
年
度
比

2
・
4
％
減
）
が
歳
出
全
体
の

20
％
と
最
も
高
い
比
率
を
占
め
て

い
ま
す
。
次
に
高
い
の
は
最
重
点

課
題
事
業
で
あ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
整
備
負
担
事
業
を
含
む
民

生
費
25
億
8
、
1
3
7
万
円
（
前

年
度
比
4
・
4
％
増
）
で
す
。
さ

ら
に
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
を
行
う

総
務
費
が
24
億
2
、
9
2
7
万
円

（
前
年
度
比
10
・
3
％
増
）
と
続
き

ま
す
。
災
害
復
旧
費
は
17
年
度
に

事
業
完
了
し
た
た
め
大
幅
な
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
新
規
事
業
と
し
て
は
、
余

部
鉄
橋
架
替
え
に
伴
う
橋
梁
架
替

事
業
負
担
金
に
1
、
6
5
9
万
円
、

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
ほ

場
整
備
、
用
排
水
路
、
交
流
基
盤

整
備
）
に
8
、
0
6
5
万
円
、
今

子
浦
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
の
グ
ラ

ン
ド
夜
間
照
明
設
置
に
5
、
6
3

0
万
円
、
猿
尾
滝
の
公
衆
便
所
新

築
工
事
な
ど
の
経
費
と
し
て
2
、

3
0
0
万
円
な
ど
を
予
算
計
上
し

て
い
ま
す
。

※
文
中
の
歳
入
・
歳
出
と
も
、
比
較
す

る
前
年
度
額
は
未
収
金
・
未
払
金
・
残

事
業
分
を
除
い
て
い
ま
す
。

（単位：千円）



6

き
び
し
い
財
源
不
足
に
対
し

歳
出
の
大
幅
削
減

平
成
17
年
度
の
予
算
編
成
で
は

約
3
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
ま

し
た
。
18
年
度
の
予
算
編
成
に
お

い
て
も
、
歳
入
で
地
方
交
付
税
は

昨
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
人

口
の
減
少
（
約
1
、
8
0
0
人
減
）

分
で
、
約
1
億
5
、
0
0
0
万
円

の
減
額
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
な
ど
に
約
1
億
5
、
0
0
0

万
円
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
17
年

度
ベ
ー
ス
の
不
足
額
と
合
わ
せ
、

約
6
億
円
の
財
源
不
足
を
補
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
特
別
職
を
は
じ
め
一

般
職
員
な
ど
の
人
件
費
、
建
設
事

業
に
充
て
る
一
般
財
源
、
補
助
金

や
物
件
費
な
ど
を
全
面
的
に
見
直

し
、
約
5
億
8
、
0
0
0
万
円
の

財
源
不
足
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
特
別
交
付
税
な
ど
の

減
額
で
新
た
に
約
2
億
1
、
4
0

0
万
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
、
当

初
予
算
で
は
約
2
億
3
、
4
0
0

万
円
の
不
足
額
を
基
金
か
ら
補
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

17
年
度
の
決
算
剰
余
見
込
金
約

1
億
5
、
0
0
0
万
円
を
基
金
へ

積
み
立
て
る
こ
と
で
、
実
質
的
な

取
り
崩
し
は
約
8
、
4
0
0
万
円

と
な
り
、
18
年
度
末
の
基
金
残
高

は
約
6
億
2
、
5
0
0
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

18
年
度
の
行
財
政
改
革
の

主
な
取
り
組
み

（
１
）
定
員
適
正
化
な
ど
に
よ
る
人

件
費
の
削
減

（
約
1
億
5
、
0
0
0
万
円
削
減
）

一
般
職
員
の
退
職
者
不
補
充
、

新
給
与
制
度
の
適
用
、
調
整
手
当

の
廃
止
に
よ
る
職
員
給
与
の
削
減
、

特
別
職
、
議
員
報
酬
な
ど
の
引
き

下
げ
で
約
1
億
5
、
0
0
0
万
円

の
削
減
。

（
２
）
投
資
的
経
費
の
削
減

（
約
1
億
7
0
0
万
円
削
減
）

道
路
や
福
祉
施
設
な
ど
の
社
会

資
本
の
整
備
に
使
わ
れ
る
経
費

（
投
資
的
経
費
）
に
充
て
る
一
般
財

源
は
、
17
年
度
の
約
2
億
8
、
7

0
0
万
円
に
対
し
、
18
年
度
は
約

1
億
7
0
0
万
円
削
減
。

（
３
）
補
助
金
な
ど
の
見
直
し

（
約
5
、
0
0
0
万
円
削
減
）

住
民
に
深
い
関
わ
り
の
あ
る
補

助
金
や
委
託
料
な
ど
は
2
2
6
件

あ
り
ま
す
。

17
年
度
は
、
約
9
億
円
（
う
ち

一
般
財
源
は
約
5
億
円
）
と
多
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
は
、
自
立
促
進
を
目
標

と
し
て
お
り
、
必
要
度
、
効
果
な

ど
に
重
点
を
置
き
、
18
年
度
予
算

で
は
、
す
べ
て
の
制
度
を
総
点
検

し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
と
海
と
の
特
色
あ
る

産
業
対
策
、
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
た
対
策
、
ま
ち
づ
く
り
運
動
な

ど
の
推
進
を
図
る
た
め
、
次
の
点

に
注
意
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

①
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
見
直
し

②
類
似
事
業
、
類
似
団
体
の
補
助

金
の
整
理 1000

800

600

400
200

0

百万円 

988
709 625

Ｈ18Ｈ17Ｈ16

170

160

150

140

130

億円 

136

Ｈ18Ｈ17Ｈ16120
145

160 163

142 145
（139） （142） 

↓ 

歳
入 

↓ 

歳
出 

カッコ内は16年度 
未収金・未払金を
除いた予算額 

〜
財
政
収
支
不
均
衡
を
早
期
に
解
消
〜

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
へ
　
集
中
的
な
行
財
政
改
革
を

合
併
2
年
目
を
迎
え
、
本
年
度
は
実
質
的
な
ま
ち
づ
く
り
元
年
と
位
置
付
け
、
行
政
と
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
一
方
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
克
服
す
る
た
め

に
、
抜
本
的
な
行
財
政
改
革
も
平
行
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

18
年
度
か
ら
3
ヵ
年
で
財
政
収
支
の
不
均
衡
を
解
消
し
、
長
期
的
に
安
定
し
た
財
政
運
営
を
図

る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

歳入と歳出の推移
（総予算ベース～歳入は財政調整基金などを除いた額）

財政調整基金などの残高（減債基金含む）
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③
旧
町
間
格
差
の
是
正

④
事
業
費
・
運
営
費
補
助
金
の
補

助
率
の
上
限
を
原
則
2
分
の
1

⑤
食
料
費
、
慶
弔
費
は
補
助
対
象

外
こ
れ
ら
の
項
目
を
検
討
し
た
結

果
、
平
成
18
年
度
は
一
般
財
源
で

約
5
、
0
0
0
万
円
を
削
減
。（
廃

止
・
再
編
42
件
、
削
減
87
件
）

（
４
）
施
設
の
維
持
管
理
費
、
事
務

経
費
な
ど
の
削
減

（
約
1
億
3
、
6
0
0
万
円
削
減
）

施
設
の
光
熱
水
費
な
ど
の
維
持

管
理
費
、
事
務
経
費
、
業
務
委
託

料
の
見
直
し
、
町
有
施
設
の
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

約
1
億
3
、
6
0
0
万
円
を
削
減
。

※
指
定
管
理
者
制
度
…
公
の
施
設
を
公

共
的
団
体
の
ほ
か
、
株
式
会
社
や
N
P

O
と
い
っ
た
民
間
事
業
者
が
管
理
で
き

る
よ
う
定
め
ら
れ
た
制
度
。

（
５
）
使
用
料
、
手
数
料
、
負
担
金

な
ど
の
見
直
し

（
約
6
5
0
万
円
収
入
増
）

あ
ら
ゆ
る
コ
ス
ト
が
増
大
し
て

い
る
な
か
で
、
使
用
料
、
手
数
料

な
ど
の
見
直
し
は
必
要
不
可
欠
で

す
。
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
周

辺
市
町
よ
り
料
金
単
価
が
下
回
っ

て
い
る
ご
み
指
定
袋
販
売
収
入
な

ど
を
見
直
し
、
平
成
18
年
度
に
約

6
5
0
万
円
の
収
入
増
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

本
年
10
月
ま
で
に
「
香
美
町
行

財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
22

年
度
ま
で
の
5
カ
年
の
年
次
計
画

を
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

19
年
度
以
降
も
、
地
方
交
付
税

の
縮
減
に
よ
る
歳
入
の
減
少
と
介

護
や
医
療
に
係
る
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
に
的
確

に
対
応
し
な
が
ら
、
ス
リ
ム
で
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

さ
ら
に
効
率
的
、
効
果
的
な
行
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
次
の
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
人
件
費
の
計
画
的
削
減

職
員
の
定
員
適
正
化
を
進
め
、

職
員
数
の
計
画
的
削
減
を
図
り
、

19
年
度
は
、
退
職
者
不
補
充
と
し

ま
す
。
20
年
度
以
降
は
、
退
職
者

の
3
分
の
1
程
度
の
採
用
と
し
、

人
件
費
の
計
画
的
な
削
減
を
図
り

ま
す
。

②
投
資
的
経
費
に
充
て
る

一
般
財
源
の
抑
制

19
年
度
以
降
も
建
設
事
業
に
充

て
る
一
般
財
源
は
、
当
面
18
年
度

並
み
と
し
、
起
債
発
行
額
の
抑
制

を
図
り
、
21
年
度
の
起
債
償
還
額

は
、
17
年
度
に
比
べ
1
割
程
度
を

削
減
し
ま
す
。

③
補
助
金
な
ど
の段

階
的
な
見
直
し

継
続
し
て
補
助
制
度
な
ど
を
見

直
し
、
年
次
的
な
調
整
計
画
を
立

て
ま
す
。
団
体
の
運
営
体
制
づ
く

り
に
期
間
を
要
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
各
団
体
な
ど
の
理
解
を
求

め
な
が
ら
、
3
年
間
程
度
で
段
階

的
に
見
直
し
ま
す
。

④
町
直
営
の
施
設
や
業
務
の

民
間
委
託
な
ど
の
推
進

民
間
委
託
に
よ
っ
て
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
削
減
が
で

き
る
も
の
は
、
業
務
の
委
託
な
ど

多
角
的
な
検
討
を
行
い
ま
す
。
19

年
度
以
降
も
施
設
維
持
管
理
費
、

事
務
経
費
な
ど
の
物
件
費
を
計
画

的
に
削
減
し
ま
す
。

⑤
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

受
益
者
負
担
の
見
直
し

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
適
切

な
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
検
討
し
、

使
用
料
、
手
数
料
な
ど
の
見
直
し

に
取
り
組
み
ま
す
。

20

億円 

Ｈ18Ｈ17Ｈ16
0

40

60

8

14

24 22

12

3
2

11

20

人件費 物件費 投資的経費 

◎町の予算の財源には、使途が特定されていない町税や地方交付税などの一般財源と、使途が特定された国県補助金、地方債
などの特定財源があります。
■人件費・物件費
人件費や施設の維持管理などを行う経費である物件費の多くは一般財源でまかなわれています。
■投資的経費
18年度では、総事業費約34億円のうち、一般財源は約1億8,000万円です。道路整備など通常の建設事業は横ばいです。特殊
な要因として庁舎建設や特別養護老人ホームの建設負担、健康増進施設整備などの事業を行うため、昨年と比較すると増加傾
向にありますが、その財源のほとんどは、国や県などからの補助や地方債（借金）によりまかなわれています。

主な経費の推移（一般財源ベース）

20

億円 

Ｈ18Ｈ17Ｈ16
0

40

60

80

20

22

25 23

18

11

13 23

11

15

21

※特殊 
要因 

※特殊 
要因 

人件費 物件費 投資的経費 

主な経費の推移（総予算ベース）
国県補助金、地方債など使途が特定された財源を除いたもの

総
予
算
の
う
ち
、
一
般
財
源
は
？

今
後
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
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燃えるごみ用（大）
燃えるごみ用（小）
燃えないごみ用（大）
燃えないごみ用（小）
危険ごみ用
燃えるごみ
・燃えないごみ共用
指定粗大ごみ用
持ち込み手数料
（矢田川レインボーへの

直接持ち込み）

1枚 51円
36円
51円
36円
51円

51円

1,020円

82円

60円
45円
60円
45円
60円

100円

1,100円

100円

現　行 改定後

10
㎏
に
つ
き

ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
を
進
め
よ
う

〜
ご
み
処
理
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い
〜

ご
み
処
理
手
数
料
を
６
月
か
ら
改
定
し
ま
す

近
年
、
ご
み
袋
の
作
成
経
費
や
燃
料
代
な
ど
が
高
騰
し
、
ご
み
処
理
経

費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
近
隣
市
町
の
手
数
料
の
動
向
も
参
考
に
す
る
な
か

で
、、
ご
み
処
理
に
伴
い
受
益
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
負
担
割
合
を
再

点
検
し
た
結
果
、
ご
み
指
定
袋
や
ご
み
シ
ー
ル
、
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
へ

の
持
ち
込
み
手
数
料
な
ど
の
ご
み
処
理
手
数
料
を
６
月
１
日
か
ら
改
定
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

何
と
ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○改正の期日：6月1日（木）
※5月31日までに購入したごみ袋やシールは改正後も
そのまま使用できます。

北
但
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の
建
設
計
画

香
美
町
・
豊
岡
市
・
新
温
泉
町
で
は
、
平
成
25
年
度
の
稼
動
を
目
指
し
、

北
但
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の
整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
施
設
の
建
設
候
補
地
で
あ
る
豊
岡
市
日
高
町
上
郷
地
区
と
協
議

を
行
う
な
ど
、
建
設
に
向
け
た
諸
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

香
美
町
の
ご
み
処
理
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
循
環
型

社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
ご

み
の
減
量
に
努
め
る
と
と
も
に
ご

み
の
再
資
源
化
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
香
美
町
で

は
、
平
成
18
年
度
を
初
年
度
と
し

て
平
成
30
年
度
ま
で
の
ご
み
の
排

出
抑
制
や
減
量
化
・
再
資
源
化
な

ら
び
に
適
正
処
理
な
ど
の
指
針
を

定
め
た
「
香
美
町
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
住
民
・
事
業

者
・
行
政
の
三
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
相
互

に
連
携
し
て
ご
み
の
資
源
化
・
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
資
源
化

・
減
量
化
の
実
践
を

○
生
ご
み
の
減
量
の
実
践

水
切
り
は
そ
の
第
一
歩
!!

・
各
家
庭
や
飲
食
店
・
宿
泊
施
設

な
ど
で
発
生
す
る
生
ご
み
の
水
切

り
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
ご
み

の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
生
ご
み
の
堆
肥
化
な
ど
自
家
処

理
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

・
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト

の
導
入
世
帯
で
は
こ
れ
ら
を
継
続

的
に
使
用
し
有
効
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

○
資
源
ご
み
を

「
ご
み
」
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
紙

パ
ッ
ク
は
、
「
資
源
ご
み
の
日
」

（
香
住
区
）
・
「
リ
サ
イ
ク
ル
の

日
」（
小
代
区
）
に
出
し
て
い
た
だ

く
か
、
各
種
団
体
が
行
う
集
団
回

収
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
包
装
廃
棄
物
の
減
量
を

買
い
物
の
際
に
は
過
剰
な
包
装

を
断
る
と
と
も
に
、
マ
イ
バ
ッ
ク

や
家
に
あ
る
レ
ジ
袋
を
持
参
し
て

買
い
物
を
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

○
事
務
用
紙
類
の
減
量
を

事
業
所
な
ど
で
は
、
両
面
コ
ピ

ー
の
励
行
な
ど
で
事
務
用
紙
類
の

減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
排
出
さ
れ
た
紙
類
は
資

源
化
に
回
し
ま
し
ょ
う
。

○
分
別
の
徹
底
を

ご
み
の
再
資
源
化
の
促
進
に
は

分
別
の
徹
底
が
必
要
で
す
。

北
但
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施

設
に
対
応
す
る
た
め
平
成
24
年
度

ま
で
に
10
分
別
に
移
行
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
分
別
方

法
を
再
点
検
し
、
ご
み
の
分
別
徹

底
の
意
識
づ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

指
定
袋

シ
ー
ル

持
ち
込
み

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

単位種　　　類

ごみ処理手数料一覧表

●ごみに関する問い合わせは…

役場健康福祉部町民課　蕁0796・36・1111

村岡地域局健康福祉課　蕁0796・94・0321

小代地域局健康福祉課　蕁0796・97・3111
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■公立香住総合病院
外科常勤医師が不在となり、4月時点で常勤医師が9人か
ら4人に減少しました。そのため、一般救急をこれまでど
おり行うことが困難になりました。早急な医師確保に努め
ておりますが、時間外救急・休日救急は医師が確保できる
まで当分の間、休止させていただきます。
診察希望の場合は、豊岡病院救命・救急センターを利用
くださるようお願いします。

月

午前

18年度町内診療所の診療体制
火 水 木 金

診察
佐津診療所

（蕁38・0459）

兎塚歯科診療所
（蕁96・0846）

小代診療所
（蕁97・2023）

川会歯科診療所
（蕁95・0223）

原診療所
（蕁95・0802）

川会診療所
（蕁95・0024）

兎塚診療所
（蕁96・0012）

午後
診察 診察 診察

診察

診察

診察

診察

診察

診察診察診察 診察 診察※3

診察 診察

診察 診察※1

診察 診察※2

月

午前

火 水 木 金

診察
内　科

耳鼻咽喉科

眼科

外科

小児科

泌尿器科

整形外科

午後

診察 診察 診察

診察

※予約

診察
診察

3時～

診察
診察

産婦人科 診察

診察

診察診察 診察 診察診察

診察診察 診察 診察診察

診察

診察

町立医療機関の診療体制について

■診療所
香住区の佐津診療所は常勤医師に勤務していただくこと
になり、4月から週4日の診察を行います。
兎塚・川会・原の3診療所は兎塚が2日、川会と原で3日

（金曜日の診察を隔月で交代）の体制とします。
兎塚・川会の両歯科診療所と小代診療所は、17年度と同
じ体制で診察を行います。

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

※1 川会診療所の金曜日は偶数月（2・4・6・8・10・12月）のみ
※2 原診療所の金曜日は奇数月（1・3・5・7・9・11月）のみ
※3 小代診療所の毎月最終水曜日は、午前はエコー検査、午後は休診

一
般
に
“
野
焼
き
”
と
言
わ
れ

る
ご
み
の
野
外
焼
却
は
、
一
部
の

例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
に
は
不
法
投
棄

と
同
等
の
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

野
外
焼
却
は
人
体
に
有
害
な
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
を
発
生
さ
せ
や
す

く
、
煙
・
す
す
・
臭
い
な
ど
で
近

所
の
迷
惑
と
な
る
ば
か
り
か
、
多

く
の
二
酸
化
炭
素
を
発
生
さ
せ
地

球
温
暖
化
に
も
拍
車
を
か
け
ま
す
。

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

資
源
ご
み
集
団
回
収
奨
励
金
に
つ
い
て

資
源
ご
み
﹇
紙
類
（
新
聞
・
雑

誌
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク
）、
布

類
、
び
ん
類
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
﹈

を
回
収
す
る
団
体
に
奨
励
金
を
交

付
し
ま
す
。

奨
励
金
の
額
は
、
1
㎏(
び
ん
類

は
1
本)

に
つ
き
2
円
で
す
。

な
お
、
奨
励
金
を
受
け
よ
う
と

す
る
団
体
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と

は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
は
、「
5
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
1
、
0
0
0
万
円

以
下
の
罰
金
、
又
は
こ
れ
を
併
科
」

の
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
袋
1
つ
で
も
“
環
境
犯
罪
”

で
す
。
兵
庫
県
下
で
も
ど
ん
ど
ん

検
挙
さ
れ
本
町
で
も
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
不
法
投
棄

は
「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
ゆ
る

さ
な
い
」
を
地
域
全
体
で
進
め
ま

し
ょ
う
。

ご
み
の
不
法
投
棄
「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
ゆ
る
さ
な
い
！
」

野
焼
き
は
ダ
メ
!!

※　午前の受付時間は午前8時～11時30分、午後の受付時間は科により
異なりますので、病院へお問い合わせください。
※　外科の火曜日は、医師が特に指定した患者だけを対象に行います。

分別して再資源化を

不法投棄は犯罪です

学生



●申請方法
役場・各地域局にある申請書などを4月28日

（金）までに提出してください。（5月以降の申請
も随時受け付け）
また、平成17年度に「在宅老人介護手当」受
給者として認定を受けた人については、「更新申
請書」などを、6月30日（金）までに提出して
ください。
●問い合わせ先（提出先）
役場健康福祉部福祉課　蕁0796・36・1111
村岡地域局健康福祉課　蕁0796・94・0321
小代地域局健康福祉課　蕁0796・97・3111

・平成18年度の第1期徴収額（4月徴収分）は、前年度の第6期徴収額（2月徴収額分）と同額です。
・平成18年度の保険料率での徴収は、当該年度の所得段階が確定（7月下旬）した後に、改めて通知します。
・平成１8年度から保険料の所得段階が6段階になります。前年度までの第2段階が、今年度から第2段階と第3段階
に区分されます。世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入が80万円以下の人が第2段階、80万円以上の人が
第3段階になります。

第3期（平成18年度～平成20年度）の
65歳以上介護保険料を改正

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

生活保護受給者・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税

世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入が80万円以下

世帯全員が住民税非課税で第２段階に該当しない人

世帯のだれかに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上

21,950
（14,400）

21,950
（21,600）

32,930
（21,600）

43,900
（28,800）

54,880
（36,000）

64,850
（43,200）

24,410
（18,600）

24,410
（27,900）

36,610
（27,900）

48,810
（37,200）

61,020
（73,220）

73,220
（55,800）

香住区 村岡区 小代区対象者所得段階

第3期（平成18年度～平成20年度）介護保険料一覧表
上段：平成18～20年度までの保険料（年額） 下段：平成15～17年度までの保険料（年額） （単位　円）

要介護4・5と認定された高齢者を
介護されている家族の方に…

「介護用品」「在宅老人介護手当」の支給について 支給品目：紙おむつ、尿
取りパッド、使い捨て手
袋等介護用品
支給限度額：年額10万円
（申請月によって限度額
が異なります）

香美町に居住し、介護保
険の要介護認定で要介護
4か5と判定された介護
保険サービス未利用の高
齢者を、在宅で介護して
いる家族介護者（所得制
限があります）

香美町に居住し、介護保
険の要介護認定で要介護
４か５と判定された人
を、在宅で介護している
市町村民税非課税世帯の
家族介護者など

支給金額：年額18万円
（介護保険サービスを利
用しなかった期間が1年
に満たない場合は、その
期間を認定して、月額1
5,000円を支給します）

在宅老人介護
手当支給事業

介護用品支給事業

支　給

内　容

支　給

対象者

10

4月からナイトケアサービス事業の改正により、１回当たりの利用者負担金

（午後5時～翌日午前9時）が、4,000円から5,000円に上がります。

ナイトケアサービス事業の
利用者負担金が上がります

25,070
（17,280）

25,070
（25,920）

37,610
（25,920）

50,140
（34,570）

62,680
（43,210）

75,210
（51,850）

65歳以上の人の介護保険料は、特別養護老人ホームなどへの施設入所やホームヘルプ、デイサービスなどを利用
したときのサービス費をまかなうため、必要な費用の一部を負担していただくことになっており、3年ごとに見直
しを行っています。
香美町では介護保険の認定者や費用が年々増え続けていることから、平成18年度から3カ年の保険料を下の表の

ように改正しました。
今回の改正では、第2期（平成15～17年度）のころと比べて対象者や介護サービスの利用者が増えていることや、
平成18年4月からの介護保険制度の改正において、介護保険サービス費用全体の中で65歳以上の人の負担割合が
18％から19％に変更されたことなどから、3割から5割程度の大幅な引き上げとなりましたが、今回の変更の趣旨
をご理解のうえ、ご協力いただきますようお願いします。



住基カードを取得しませんか
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住民基本台帳（住基）カードは、

役場、各地域局の窓口でどなたでも簡
単に交付が受けられます。

住基カードは公的な身分証明書
として利用可能

顔写真付きの住基カードは、金融機
関の手続、携帯電話の契約、鉄道や飛
行機の年齢割引運賃等を受けるときな
どに、運転免許証などと同様に身分証
明書として利用できます。
手続きや契約などで、身分証明書を
求められて困られたことはありません
か。運転免許証のない方や運転免許証
を返納した高齢の方には特に役立ちま
す。

「公的個人認証サービス」
パソコンから申請や届出ができます

住基カードに公的個人認証（本人確
認の公的証明書）を記録すると、税の
申告や新車の購入手続きをはじめ行政
機関への手続きなど、インタ－ネット
を通じて自宅のパソコンなどから行え
るようになります。

■申請に必要なもの
・運転免許証など顔写真付きの公的身
分証明書（顔写真付きの公的身分証明
書のない方は、照会書を送付し併せて
健康保険証等で本人確認をします）
・写真（顔写真付きカードを希望され
る場合のみ。希望により受付窓口で職
員がカメラ撮影します）
・印鑑、手数料500円

■問い合わせ先
役場健康福祉部町民課
蕁0796・36・1111
村岡地域局健康福祉課
蕁0796・94・0321
小代地域局健康福祉課
蕁0796・97・3111

こ
ん
に
ち
は
！
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

●問い合わせ先
役場健康福祉部福祉課　蕁0796・36・1111
村岡地域局健康福祉課　蕁0796・94・0321
小代地域局健康福祉課　蕁0796・97・3111
（夜間・休日専用） 蕁090・5889・3894

※これまで『在宅介護支援センター（しいの木荘、であい、村岡、こ
ぶしの里）』が行っていた業務は、4月以降は『地域包括支援センター』
が行います。

高齢者を直接支援するだけでなく、より暮らしやすい『地域づ
くり』をめざして医療機関をはじめとする関係機関とのネットワ
ークづくりに力を入れます。

・健康な高齢者でも、からだを使う機会が減ると、筋
力や心肺機能の低下、認知症などの症状がでて介護が
必要になるおそれがあります。そうならないために、
高齢者の介護予防をお手伝いします。
・介護保険で『要支援1、2』と認定された方が、生活
の中で実現したいことを目標に、できる限り住み慣れ
た自宅で生活できるよう支援します。

高齢者が一人暮らしになった。認知症が心配だ。介護保険サー
ビス事業者に不満があるなど、「何処に相談するのかわからない」
という場合も、まずはご相談ください。
問題に応じて適切なサービス提供を行い、関係機関や制度の利
用につなげます。

成年後見制度の紹介、虐待の早期発見に努め対応す
るなど、高齢者が安心して暮らせるよう、さまざまな
権利を守るための支援を行います。

☆☆　センターではこんな仕事を行います　☆☆

◆自立した生活ができることを支援します◆

◆皆さんの権利を守ります◆

◆さまざまな方面から皆さんを支えます◆

◆介護に関すること、健康や福祉、医療等に関することなど、困る
こと、心配なことはありませんか？　なんでもご相談ください◆

見　本

介護保険法の見直しが行われ、『地域包括支援センター』

がつくられました。

「住み慣れた地域で、なるべく自分の力で活動的な生涯を

送りたい」という高齢者の願いを実現するため、元気なうち

から予防活動を行い、元気な高齢者から介護が必要な人ま

で、心身の状況や変化に応じて、適切なサービスを切れ目な

く提供することを目指しています。

香美町では、『香美町地域包括支援センター』を役場内に

置き、保健師など専門の職員が、高齢者本人の意欲的な参加

をいただきながら、健康・医療・福祉・介護などさまざまな

面から総合的に支援する専門機関として業務します。

積極的に利用してください。
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平
成
18
年
4
月
か
ら
、
集
会
所
な
ど
の
「
公
の
施
設
」
の

管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

■
指
定
管
理
者
制
度
と
は

平
成
15
年
9
月
に
、「
公
の
施
設
」
の
管
理
に
つ
い
て
「
指

定
管
理
者
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
公
の
施

設
を
管
理
で
き
る
の
は
、
公
共
団
体
（
土
地
改
良
区
な
ど
）、

公
共
的
団
体
（
農
協
、
自
治
会
な
ど
）、
出
資
法
人
（
第
３
セ

ク
タ
ー
）
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
改
正
で
、

民
間
業
者
も
管
理
が
代
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
活
力
を
生
か
し
て
公
の
施
設
の

管
理
運
営
を
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
行
う
仕
組
み
を
整

備
し
た
も
の
が
「
指
定
管
理
者
制
度
」
で
す
。

法
律
の
改
正
で
、
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
9
月
以
降
、
管
理
委
託
制
度
に
よ
る
管
理
委
託
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
か
、
直
営
で
管
理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
本
町
の
取
り
組
み

香
美
町
で
は
、
旧
美
方
町
で
既
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
い
た
３
施
設
を
含
め
て
、
4
月
か
ら
1
1
9
施

設
で
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
選
定
は
原
則
と
し
て
公
募
で
す
が
、
本

町
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
、
地
域
の
人
材

や
資
源
を
活
用
し
た
施
設
、
現
行
の
管
理
者
が
引
き
続
き

管
理
を
行
う
方
が
安
定
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
期
待
で
き

る
施
設
で
は
、
公
募
で
は
な
く
単
独
選
定
が
で
き
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
香
美
町
で
は
、
地
域
住
民
な
ど
が
主
体

と
な
っ
て
管
理
を
行
う
施
設
が
多
い
こ
と
、
ま
た
制
度
移

行
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
、
今
回
は
現
行
の
管
理
者

を
基
本
に
選
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
現
在
直
営
で
管
理
を
行
っ
て
い
る
施
設
や
新
た

に
使
用
を
開
始
す
る
公
の
施
設
で
は
、
導
入
可
能
な
施
設

か
ら
順
次
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
進
め
て
い
き
、

今
回
単
独
選
定
を
行
っ
た
公
の
施
設
で
も
、
今
後
の
管
理

運
営
経
費
の
削
減
状
況
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
公
募
で
の

選
定
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
を
本
格
的
に
導
入

若
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

西
下
岡
公
民
館

余
部
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

丹
生
地
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

無
南
垣
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

奥
安
木
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

藤
農
林
漁
業
家
婦
人
活
動
促
進
施
設

御
崎
地
区
活
性
化
施
設

下
浜
観
光
農
業
園
地
等
管
理
施
設

東
上
区
集
会
所

東
中
区
集
会
所

本
町
区
集
会
所

野
々
上
区
集
会
所

殿
町
区
集
会
所

水
上
区
集
会
所

川
上
区
集
会
所

中
西
区
集
会
所

新
町
区
集
会
所

西
本
町
区
集
会
所

用
野
区
集
会
所

鹿
田
区
集
会
所

相
田
区
集
会
所

神
坂
区
集
会
所

萩
山
区
集
会
所

板
仕
野
区
集
会
所

大
糠
区
集
会
所

光
陽
区
集
会
所

高
井
区
集
会
所

寺
河
内
区
集
会
所

耀
山
区
集
会
所

市
原
区
集
会
所

八
井
谷
区
集
会
所

大
野
区
集
会
所

中
大
谷
区
集
会
所

大
笹
区
集
会
所

高
坂
区
集
会
所

池
ヶ
平
区
集
会
所

和
池
区
集
会
所

黒
田
区
集
会
所

指定管理者制度導入施設（119施設）

用途

目的

施
設
名

指
定
管
理
者

指定

期間

集会所

香住区村岡区

若
松
区

駅
前
区

西
下
岡
区

浜
自
治
会

丹
生
地
区

無
南
垣
区

奥
安
木
区

藤
区

御
崎
自
治
会

下
浜
区

東
上
区

東
中
区

本
町
区

野
々
上
区

殿
町
区

水
上
区

川
上
区

中
西
区

新
町
区

西
本
町
区

用
野
区

鹿
田
区

相
田
区

神
坂
区

萩
山
区

板
仕
野
区

大
糠
区

光
陽
区

高
井
区

寺
河
内
区

耀
山
区

市
原
区

八
井
谷
区

大
野
区

中
大
谷
区

大
笹
区

高
坂
区

池
ヶ
平
区

和
池
区

黒
田
区

5年

⑦指定管理者による管理開始

⑧年度末に事業報告書を提出

⑨指定期間中、指定管理者の管理が継続

集会所

駐車場

公園（農村公園）

福祉・医療

農　林

観　光

商工水産

計

75

1

4

10

2

24

3

119

10

1

0

5

0

4

3

23

51

0

4

4

1

10

0

70

14

0

0

1

1

10

0

26

香住区 村岡区 小代区施設数用途別内訳

平成18年4月現在の
指定管理者導入施設の状況

■問い合わせ先

役場総務部総務課　蕁0796・36・1111

●指定管理者制度導入の流れ●

条例制定

候補者選定

議決・指定

管理開始

①条例の制定・改正

（指定手続・業務範囲・管理基準）

②公募・単独選定等により事業計画書

提出

③指定管理者候補者選定委員会で候補

者の選定

④議会の議決

⑤指定管理者として指定

⑥管理に関する協定を締結

（基本協定・年度協定）
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宿
区
集
会
所

日
影
区
集
会
所

作
山
区
集
会
所

入
江
区
集
会
所

和
佐
父
区
集
会
所

和
田
区
集
会
所

長
板
区
集
会
所

熊
波
区
集
会
所

柤
岡
区
集
会
所

川
会
区
集
会
所

高
津
区
集
会
所

長
須
区
集
会
所

味
取
区
集
会
所

原
区
集
会
所

長
瀬
区
集
会
所

山
田
区
集
会
所

小
城
区
集
会
所

境
区
集
会
所

森
脇
集
落
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

丸
味
集
落
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

長
板
集
落
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

神
場
区
集
会
所

広
井
区
集
会
所

忠
宮
区
集
会
所

神
水
区
集
会
所

熱
田
区
集
会
所

貫
田
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

東
垣
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

石
寺
集
落
セ
ン
タ
ー

茅
野
多
目
的
集
会
施
設

野
間
谷
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

秋
岡
集
落
セ
ン
タ
ー

水
間
集
落
セ
ン
タ
ー

新
屋
活
性
化
交
流
集
会
施
設

城
山
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

町
立
香
住
駐
車
場

神
坂
農
村
公
園

森
脇
農
村
公
園

宿
区

日
影
区

作
山
区

入
江
区

和
佐
父
区

和
田
区

長
板
区

熊
波
区

柤
岡
区

川
会
区

高
津
区

長
須
区

味
取
区

原
区

長
瀬
区

山
田
区

小
城
区

境
区

森
脇
区

丸
味
区

長
板
区

神
場
区

広
井
区

忠
宮
区

神
水
区

熱
田
区

貫
田
区

東
垣
区

石
寺
区

茅
野
区

野
間
谷
区

秋
岡
区

水
間
区

新
屋
区

城
山
区

香
住
町
観
光
協
会

神
坂
区

森
脇
区

用途

目的

施
設
名

指
定
管
理
者

指定

期間

集会所

村岡区小代区

5年

駐車場

香住区

3年5年

公園（農村公園）

村岡区

用途

目的

施
設
名

指
定
管
理
者

指定

期間

用途

目的

施
設
名

指
定
管
理
者

指定

期間

日
影
農
村
公
園

山
田
農
村
公
園

新
屋
農
村
公
園

香
住
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
館

香
住
知
的
障
害
者
（
児
）
共
同
生
活
ホ
ー
ム

香
住
心
身
障
害
者
共
同
作
業
所

香
住
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

香
住
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

柤
岡
へ
き
地
出
張
診
療
所

村
岡
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
つ
つ
じ
の
里
」

村
岡
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

町
立
福
岡
保
育
所

小
代
高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
い
こ
い
の
里
」

村
岡
有
機
セ
ン
タ
ー

小
代
堆
肥
セ
ン
タ
ー

隼
人
野
外
緑
地
広
場
施
設

今
子
浦
運
動
場

か
す
み
・
矢
田
川
温
泉

町
立
国
民
宿
舎「

フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
」

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ハ
チ
北

瀞
川
渓
谷
憩
い
の
森

農
産
物
展
示
直
売
施
設

「
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
」

瀞
川
平
ガ
ー
デ
ン
バ
レ
イ

「
但
馬
高
原
植
物
園
―
瀞
川
平
―
」

柤
大
池
公
園

道
の
駅
「
あ
ゆ
の
里
・
矢
田
川
」

地
場
産
品
販
売
施
設
「
道
の
駅
ハ
チ
北
」

村
岡
観
光
案
内
所

ハ
チ
北
高
原
パ
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ソ
ラ
山
高
原
休
憩
所

小
代
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト

小
代
駐
車
場

吉
滝
キ
ャ
ン
プ
場

小
代
南
部
健
康
高
原

小
代
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン

お
じ
ろ
高
原
管
理
セ
ン
タ
ー

美
方
高
原
休
憩
所

小
代
養
魚
セ
ン
タ
ー
・
つ
り
堀

小
代
ふ
れ
あ
い
歴
史
公
園

香
住
東
港
水
産
加
工
排
水
処
理
場

香
住
魚
類
残
さ
い
等
処
理
場

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

日
影
区

山
田
区

新
屋
ふ
る
さ
と

村
管
理
組
合

（
社
）
香
美
町
社

会
福
祉
協
議
会

（
社
）
香
美
町
社

会
福
祉
協
議
会

（
社
）
香
美
町
社

会
福
祉
協
議
会

（
社
）
香
美
町
社

会
福
祉
協
議
会

（
社
）
香
美
町
社

会
福
祉
協
議
会

公
立
村
岡
病
院

（
社
）
香
美
町
社

会
福
祉
協
議
会

（
社
）
香
美
町
社

会
福
祉
協
議
会

（
社
）
宝
樹
福
祉
会

（
社
）
香
美
町
社

会
福
祉
協
議
会

香
美
町
村
岡
有
機
セ

ン
タ
ー
利
用
組
合

小
代
堆
肥
セ
ン

タ
ー
利
用
組
合

（
平
成
15
年
11

月
か
ら
）

農
事
組
合
法
人
隼

人
観
光
農
業
組
合

（
株
）
香
住
観

光
公
社

矢
田
川
開
発
（
株
）

（
株
）
香
住
観

光
公
社

大
笹
区

板
仕
野
区

（
株
）
む
ら
お

か
振
興
公
社

（
株
）
む
ら
お

か
振
興
公
社

柤
岡
あ
け
ぼ
の
会

大
平
会

福
岡
振
興
会

香
美
町
村
岡

観
光
協
会

鉢
伏
開
発
観

光
（
株
）

（
株
）
ス
カ
イ
バ

レ
イ
ス
キ
ー
場

お
じ
ろ
観
光

協
同
組
合

（
平
成
17
年
2

月
か
ら
）

お
じ
ろ
観
光

協

同

組

合

（
平
成
17
年
2

月
か
ら
）

吉
滝
キ
ャ
ン
プ

場
管
理
組
合

新
屋
ふ
る
さ
と

村
管
理
組
合

久
須
部
花
菖

蒲
管
理
組
合

お
じ
ろ
観
光

協
同
組
合

西
日
本
リ
ゾ
ー

ト
観
光
（
株
）

久
須
部
渓
谷

観
光
組
合

ふ
れ
あ
い
歴
史

公
園
管
理
組
合

香
住
水
産
加
工

団
地
協
議
会

香
住
水
産
加
工

業
協
同
組
合

職
業
訓
練
法

人
香
美
町
職

業
訓
練
協
会

福祉・医療農林観光

観光商工・水産

3年1
年3年3年5年3年

3年3年 3年 10年

小代区 村岡区 香住区村岡区小代区香住区村岡区

村岡区小代区香住区

5年

公園（農村公園）

村岡区小代区
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【
カ
ヌ
ー
マ
ラ
ソ
ン
】

古
く
か
ら
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
知
ら

れ
た
柴
山
港
。
こ
の
穏
や
か
な
港
を
舞
台
に

6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
カ
ヌ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
の
部
と
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
カ
ヌ
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
部
が
行
わ
れ
ま
す
。

会
期
　
9
月
30
日
（
土
）

会
場
　
柴
山
港
湾
特
設
コ
ー
ス

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
は
兎
和
野
高
原
の
す
ば
ら

し
い
景
色
の
中
で
、
9
㎞
の
瀞
川
平
渓
谷
健

脚
コ
ー
ス
と
7
㎞
の
自
然
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス

が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
完
歩
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
ポ
イ
ン
ト
で

ゲ
ー
ム
な
ど
の
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

会
期
　
10
月
8
日
（
日
）

会
場
　
兵
庫
県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー

周
辺
コ
ー
ス

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
高
度
な
技
術
は
い

り
ま
せ
ん
。
全
力
を
出
す
場
面
と
、
集
中
力

や
調
整
力
を
発
揮
す
る
場
面
が
う
ま
く
組
合

わ
さ
れ
て
お
り
、
ル
ー
ル
も
簡
単
で
、
初
心

者
で
も
す
ぐ
に
取
り
組
め
ま
す
。

会
期
　
10
月
1
日
（
日
）

会
場
　
小
代
中
学
校
校
庭

小
代
区
健
康
福
祉
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
仮
称
）

今
年
は
兵
庫
県
で
3
回
目
の
国
体
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
前
回
開
催
さ
れ
た
の
が
昭

和
31
年
、
半
世
紀
ぶ
り
に
そ
の
熱
き
感
動

と
と
も
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

今
回
は
「
震
災
復
興
支
援
へ
の
感
謝
を

表
す
国
体
」「
県
民
総
参
加
の
国
体
」「
簡

素
な
中
に
も
活
発
で
充
実
し
た
国
体
」
と

し
て
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
支
え
て
く
れ

た
人
た
ち
や
選
手
た
ち
と
の
出
会
い
の
場

と
し
て
心
に
残
る
国
体
と
な
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
県
民
総
参
加
を
め
ざ
し
て
競
技

会
に
選
手
（
す
る
）
や
観
客
（
み
る
）
と

し
て
の
参
加
、
さ
ら
に
は
大
会
の
運
営
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
さ
さ
え
る
）
と
し
て
参

加
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
県
民
が

参
加
で
き
る
国
体
を
め
ざ
し
ま
す
。

香
美
町
で
は
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ

ー
ツ
行
事
（
デ
モ
ス
ポ
行
事
）
の
カ
ヌ
ー

マ
ラ
ソ
ン
（
香
住
区
）、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
村
岡
区
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
小
代

区
）
を
開
催
し
ま
す
。

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
は
、
み
な
さ
ん
に

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
国
体

を
支
え
て
く
だ
さ
い
。 今

年
は
国
体
開
催
年
で
す

香
美
町
で
3
種
目
を
開
催

半
世
紀
ぶ
り
に
兵
庫
県
で
開
催

平
成
18
年
度中

小
企
業
振
興
資
金
融
資

▼
融
資
の
対
象

町
内
に
6
カ
月
以
上
事
業
所
を
有
し
、
申

請
時
に
町
の
徴
収
金
（
税
金
な
ど
）
の
滞
納

が
な
い
中
小
企
業
事
業
者

▼
融
資
内
容

※
短
期
と
長
期
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

※
長
期
の
運
転
、
設
備
の
併
用
は
で
き
ま
す
が
、
上
限

は
1
、
0
0
0
万
円
（
う
ち
運
転
は
5
0
0
万
円
以
内
）

と
な
り
ま
す

※
異
な
る
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、

限
度
額
の
超
過
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
融
資
、
返
済
方
法
は
取
扱
金
融
機
関
の
定
め
る
方
法

に
よ
り
ま
す

▼
申
し
込
み
方
法

金
融
機
関
、
香
住
町
商
工
会
、
村
岡
町
商

工
会
、
美
方
町
商
工
会
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
取
扱
金
融
機

関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
取
扱
金
融
機
関

但
馬
銀
行
香
住
支
店
・
香
住
港
支
店
・
柴

山
支
店
・
村
岡
支
店
、
但
馬
信
用
金
庫
香
住

支
店
・
村
岡
支
店
・
美
方
支
店
、
み
な
と
銀

行
香
住
支
店
、
兵
庫
県
信
漁
連
香
住
加
工
支

店
、
た
じ
ま
農
協
香
住
支
店
・
村
岡
支
店
・

美
方
支
店

▼
問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
部
商
工
水
産
課

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

資
金
名

資
金
使
途

限
度
額

（
万
円
）

年
　
利

融
資
期
間

設
　
備

1
、
0
0
0

運
転

5
0
0

運
　
転

1
、
0
0
0

短
期
資
金

長
期
資
金

2
・
4
％

1
・
5
％

1
年
以
内

5
年
以
内

7
年
以
内
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の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
で
は
、
震
災
か
ら

学
ん
だ
教
訓
で
あ
る
新
た
な
出
会
い
と
多

彩
な
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
「
人
と
人
と
の

絆
」
の
大
切
さ
を
表
現
し
、
「
未
来
へ

兵
庫
の
火
」
と
し
て
県
民
一
人
ひ
と
り
の

心
を
一
つ
に
し
ま
す
。

香
美
町
で
は
9
月
16
日
に
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
“
大
会
旗
”
と

一
緒
に
走
り
ま
せ

ん
か
？

の
郷
公
園
で
採
火
さ
れ
但
馬
各
地
を
ま
わ
っ

た
「
人
と
自
然
と
の
共
生
の
火
」
は
、
9
月

23
日
（
土
）
に
香
住
区
、
小
代
区
、
村
岡
区

を
巡
り
、
9
月
30
日
の
国
体
開
会
式
会
場
へ

向
か
い
ま
す
。

人
と
人
と
を
結
ぶ
炬
火
リ
レ
ー
（
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
に
あ
た
る
）
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

■
実
施
日
　
9
月
23
日
（
土
）
時
間
未
定

■
募
集
人
数
　
24
人

（
香
住
区
・
村
岡
区
・
小
代
区
各
8
人
）

■
対
象
者

・
町
内
在
住
の
16
歳
以
上
（
高
校
生
除

く
）

・
1
・
5
㎞
〜
2
・
0
㎞
を
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
時
速
8
㎞
）
で
完
走
で
き
る
人

■
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

蕁
0
7
9
6
・
36
・
2
4
6
7

村
岡
区
中
央
公
民
館

蕁
0
7
9
6
・
98
・
1
3
6
6

小
代
区
中
央
公
民
館

蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
9
6
6

昨年度、「地域イントラネット基盤施設整備事業」で整備した「情
報提供端末（タッチパネル式キオスク端末）」「ライブカメラ」「携帯
電話用ホームページ」の運用を4月1日から開始しました。
町内の主な公共施設、観光施設にタッチパネル式の情報提供端末

を設置し、町の行政情報、観光情報を入手しやすい環境づくりを行
い、あわせて携帯電話用のホームページも開設しました。
ライブカメラでは、香美町の自然の美しさを全国に発信するため

に、町ホームページ上でリアルタイムの映像も配信しています。

■「情報提供端末」設置施設
＜行政情報向け…5施設＞
香住区中央公民館
香住地域福祉センター
公立香住総合病院
村岡老人福祉センター
小代高齢者生活支援センター
＜観光情報向け…6施設＞
かすみ・矢田川温泉
国民宿舎ファミリーイン今子浦
村岡ファームガーデン
ロッジかどま
但馬高原植物園
温泉保養館おじろん

■「ライブカメラ」設置場所
国民宿舎ファミリーイン今子浦、あゆの里矢田川、スカイバレイ

スキー場、ミカタスノーパーク

■「携帯電話用ホームページアドレス」
i-mode対応：http://www.town.mikata-kami.lg.jp/i
ezweb対応：http://www.town.mikata-kami.lg.jp/ez
Vodafone live!対応：http://www.town.mikata-kami.lg.jp/v

※パソコンや携帯電話を利用した住民同士の“情報交換”の場「住
民ポータルサイト」の運用は5月を予定しています。
詳しいことが決まりましたら、町のホームページなどでお知らせ

します。

行政情報・観光情報の入手しやすい環境づくり

「情報提供端末」「ライブカメラ」
「携帯電話用ホームページ」運用開始

タッチパネル式で使いやすい
情報提供端末

県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー

木
の
殿
堂
各
種
教
室
・
講
座
参
加
者
募
集

▼
講
座
・
教
室
名

【
組
み
木
基
礎
講
座
】

・
内
容

正
し
い
工
具
の
使
い
方
、
組
み
木
技
術

の
基
本
を
学
ぶ

・
と
き

4
月
30
日
（
日
）、
5
月
14
日
（
日
）、
28

日
（
日
）
の
3
回
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜

・
募
集
人
数
　
10
人

（
3
回
と
も
受
講
が
条
件
）

・
参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
3
回
分
）

【
お
も
ち
ゃ
と
組
み
木
教
室
】

・
内
容

糸
ノ
コ
を
使
っ
て
お
も
ち
ゃ
を
製
作

・
と
き
　
5
月
6
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
、
午
後
1
時
30
分
〜

・
募
集
人
数
　
20
人
（
各
回
10
人
）

・
参
加
費
　
1
、
0
0
0
円

【
三
段
パ
ズ
ル
教
室
】

・
内
容

三
段
に
な
っ
た
動
物
の
パ
ズ
ル
を
製
作

・
と
き
　
5
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
〜

・
募
集
人
数
　
10
人

・
参
加
費
　
1
、
5
0
0
円

▼
と
こ
ろ
　
木
の
殿
堂
　
工
作
室

▼
申
込
方
法

・
木
の
殿
堂
に
電
話
で
直
接
申
し
込
み

・
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
　

木
の
殿
堂

蕁
0
7
9
6
・
96
・
1
3
8
8



香
美
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
買
う
こ
と
が
で
き
る
市
場
公

募
債
「
兵
庫
の
じ
ぎ
く
債
」
を
、
兵
庫
県
・
県
内
11
市
と
共
同
で
発
行
し

ま
す
。

発
行
額
は
1
0
0
億
円
（
う
ち
香
美

町
の
発
行
額
は
1
億
円
）
。
年
2
回
、

定
額
の
利
息
が
受
け
取
れ
、
5
年
後
に

元
本
が
償
還
さ
れ
ま
す
。（
満
期
前
に

売
却
す
る
と
、
金
利
変
動
な
ど
で
元
本

を
割
り
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

香
美
町
発
行
分
の
資
金
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
事
業
に
充
て
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
の
じ
ぎ
く
債
の
購
入
を
通
じ

て
、
香
美
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
　
4
月
18
日
（
火
）
〜
5
月
２
日
（
火
）

▽
購
入
対
象
者
　
ど
な
た
で
も
購
入
で
き
ま
す

▽
購
入
限
度
額
　
1
万
円
か
ら
上
限
な
し

▽
発
行
日
　
5
月
18
日
（
木
）

▽
満
期
日
　
平
成
23
年
5
月
18
日
（
期
間
5
年
）

▽
利
率
　
4
月
17
日
に
金
融
機
関
の
店
頭
な
ど
で
公
表

▽
利
子
支
払
い
　
年
2
回
（
5
月
・
11
月
）
第
1
回
目
は
11
月
18
日

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

【
銀
行
】
三
井
住
友
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
但
馬
、
池
田
、
み
な
と
、
Ｊ
Ａ

兵
庫
信
連
、
播
州
信
金
、
但
陽
信
金
、
但
馬
信
金
、
兵
庫
信
金
、
中
兵
庫

信
金

【
証
券
】
大
和
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
日
興
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、
野
村
、
新
光
、
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
み
づ
ほ
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
、
東
海
東
京
、
コ
ス
モ
、
岡
三
、
Ｓ

Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
レ
ン
ド
、
丸
三

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
総
務
部
総
務
課

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1
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香
美
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

兵
庫
の
じ
ぎ
く
債

募
集
は
4
月
18
日
〜
5
月
2
日
、
銀
行
・
証
券
会
社
で

香
美
町
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但

馬
空
港
〜
大
阪
伊
丹
空
港
間
の
利

用
者
に
運
賃
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
4
月
1
日
以
降
、
次
の
よ

う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

①
購
入
し
た
券
種
に
よ
っ
て

助
成
金
額
に
差
を
設
け
ま
し
た

こ
れ
ま
で
は
、
普
通
運
賃
で
購

入
し
た
人
も
、
割
引
運
賃
（
特
便

割
引
、
前
売
21
な
ど
）
で
購
入
し

た
人
も
一
律
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
個
人
負
担
額
に
差
が

生
じ
不
公
平
感
を
生
む
こ
と
か
ら
、

普
通
運
賃
に
対
す
る
助
成
金
額
と

割
引
運
賃
に
対
す
る
助
成
金
額
に

差
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
下
表
の
と
お
り
）

②
普
通
運
賃
で
搭
乗
し
た
場
合
の

助
成
金
額
が
4
、
0
0
0
円
か
ら

3
、
0
0
0
円
に
な
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
片
道
利
用
ご
と
に
、

大
人
運
賃
の
場
合
、
4
、
0
0
0

円
を
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
4

月
1
日
以
降
搭
乗
者
へ
の
助
成
額

は
3
、
0
0
0
円
に
な
り
ま
し
た
。

（
小
児
普
通
運
賃
の
助
成
額
は
従
前

と
同
じ
2
、
0
0
0
円
）

※
3
月
31
日
ま
で
に
搭
乗
し
た
人

が
4
月
1
日
以
降
に
助
成
金
の
交

付
申
請
を
し
た
場
合
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
4
、
0
0
0
円
を
助

成
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
部
企
画
課

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
地
域
振
興
課
　

蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
地
域
振
興
課

蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

兵庫のじぎく債の資金が充てられる村岡
区の特別養護老人ホーム（イメージ）

■コウノトリ但馬空港～大阪伊丹空港間の
運賃・利用助成金額（主なもの）

普通運賃

特便割引28

特便割引1

普通運賃

ＯＷ

ＳＸ

ＦＴ

ＣＨ

11,000円

6,500円

7,500円

5,650円

1,500円

－

－

－

3,000円

1,500円

2,000円

2,000円

6,500円

5,000円

5,500円

3,650円

大人

小児

区　　分 種別 運　賃 本　人
負担額

町助成金
但馬空港
推進協議会
助成金

※4月1日から燃料高騰により運賃が500円程度値上げされました

※「前売り21」が廃止、新たに「スーパー特便割引28」が創設されました

但
馬
空
港
利
用
促
進
助
成
金
交
付
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

【
異
動
（
課
長
級
以
上
）】

（
4
月
1
日
付
）

■
理
事
級

▽
理
事
﹇
病
院
経
営
改
善
担

当
﹈
亀
村
庄
二
（
再
任
用
）

■
部
長
級

▽
総
務
部
長
兼
総
務
課
長

（
同
部
総
務
課
長
）
谷
岡
喜
代

司
▽
産
業
部
長
兼
商
工
水
産

課
長
（
総
務
部
企
画
課
長
）

西
内
正
昭
▽
公
立
香
住
総
合

病
院
事
務
局
長
（
産
業
部
長
）

前
田
定

■
課
長
級

▽
総
務
部
企
画
課
長
（
産
業

部
観
光
課
長
）
中
島
俊
行
▽

健
康
福
祉
部
環
境
セ
ン
タ
ー

所
長
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
副
課
長
兼
香
住
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
稲
垣
長

門
▽
産
業
部
観
光
課
長
（
同

部
商
工
水
産
課
長
）
本
庄
正

人
▽
建
設
部
水
道
課
長
（
総

務
部
総
務
課
付
・
（
財
）
兵

庫
県
環
境
ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
香
住
事
務
所
長
）
浜
名

博
▽
会
計
課
長
（
議
会
事
務

局
課
長
）
中
村
修
▽
教
育
委

員
会
香
住
分
室
長
（
建
設
部

水
道
課
長
）
稲
垣
昇
▽
公
立

香
住
総
合
病
院
薬
局
長
（
同

薬
剤
師
）
谷
垣
雅
人

【
退
職
】（
3
月
31
日
付
）

町
職
員
人
事
異
動

（
カ
ッ
コ
内
旧
職
、
順
不
同
）
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▽
亀
村
庄
二
（
理
事
兼
公
立
香

住
総
合
病
院
事
務
局
長
）
▽
藤

原
進
之
助
（
総
務
部
長
）
▽
西

川
泰
雄
（
健
康
福
祉
部
環
境
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▽
瀧
本
齊
（
教

育
委
員
会
香
住
分
室
長
）
▽
坂

本
弘
子
（
小
代
地
域
局
健
康
福

祉
課
住
民
係
長
）
▽
石
井
昭
男

（
総
務
部
総
務
課
）
▽
羽
矢
詩

集
子
（
小
代
地
域
局
健
康
福
祉

課
）
▽
今
岡
彰
（
学
校
教
育
課

村
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
▽

平
川
真
治
（
公
立
香
住
総
合
病

院
副
院
長
兼
泌
尿
器
科
医
長
）

▽
久
光
和
則
（
同
外
科
胃
腸
科

長
）
▽
尾

佳
三
（
同
外
科
胃

腸
科
医
長
）
▽
寺
坂
祐
樹
（
同

眼
科
副
医
長
）
▽
西
尾
直
子

（
同
内
科
副
医
長
）
▽
桑
田
富

美
子
（
公
立
香
住
総
合
病
院
薬

局
長
）
▽
大
西
正
子
（
看
護
師

長
）
▽
森
田
す
み
江
（
同
看
護

師
）
▽
青
山
夫
美
子
（
同
）
▽

加
藤
礼
子
（
同
）

香美町行政組織の見直しに
よる係の統廃合などについて

香美町役場の組織につい
て、4月1日付けで次のとおり
係の統廃合を行いました。

・総務部総務課「総務係」と
「職員係」を統合、「総務係」
に。
・総務部企画課「行革推進係」
を総務課へ移管。
・総務部税務課「住民税係」
と「資産税係」を統合、「賦
課係」に名称変更。
・健康福祉部健康課「国民健
康保険係」と「福祉医療係」
を統合、「健康保険係」に名
称変更。
・健康福祉部福祉課「香住在
宅介護支援センター」と「村
岡在宅介護支援センター」を
統合、「地域包括支援センタ
ー」に名称変更。
・産業部農林課「農政係」と
「農業委員会係」を統合、「農
政係」に。「土地改良係」と
「地籍調査係」を統合、「基盤
整備係」に名称変更。
・建設部建設課「建設管理係」
と「住宅係」を統合、「建設
管理係」に。
・村岡地域局健康福祉課「福
祉係」と「介護保険係」を統
合、「福祉係」に
・小代地域局健康福祉課「福
祉係」と「介護保険係」を統
合、「福祉係」に。
・公立香住総合病院「会計庶
務係」と「医事係」を統合、
「管理係」に。

下
水
道
施
設
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

地
域
の
皆
さ
ん
は
、
す
み
や
か
に

排
水
設
備
を
設
置
し
て
、
汚
れ
た

水
を
下
水
道
に
流
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
施
設
は
、
町
民
の
財
産

で
す
。
せ
っ
か
く
、
整
備
を
し
て

も
利
用
し
な
け
れ
ば
、
宝
の
持
ち

腐
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

水
を
そ
の
ま
ま
捨
て
る
と
、
い

や
な
臭
い
が
し
た
り
、
ハ
エ
や
カ

な
ど
が
発
生
し
た
り
し
て
、
身
の

ま
わ
り
の
環
境
を
悪
く
し
ま
す
。

ま
た
、
汚
れ
た
水
が
流
れ
込
ん
で

川
や
海
が
汚
れ
、
魚
な
ど
が
住
め

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
川
の

水
を
飲
料
水
と
し
て
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
海
水
浴
場

な
ど
が
汚
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪

い
影
響
を
与
え
ま
す
。

◆
町
下
水
道
条
例
で
は
、
下
水
処

理
を
開
始
し
た
日
か
ら
3
年
以
内

に
排
水
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と

定
め
て
い
ま
す
。

◆
工
場
や
事
業
場
を
経
営
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
が
、
汚
水
を
下
水
道

に
流
す
る
と
き
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。（
一
定
の
下
水
排
除
基
準
を

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◆
町
で
は
、
住
宅
の
便
所
の
水
洗

化
や
排
水
設
備
の
設
置
、
改
造
の

工
事
資
金
を
、
町
内
の
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
、
そ
の

利
子
（
3
％
以
内
）
を
補
助
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
建
設
部
下
水
道
課

蕁
0
7
9
6
・
39
・
2
0
5
3

村
岡
地
域
局
産
業
建
設
課

蕁
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
産
業
建
設
課

蕁
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

下
水
道
へ
接
続
し
て
く
だ
さ
い
！

…
…
排
水
設
備
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
…
…

家
庭
か
ら
流
れ
る
汚
水
は
、
排
水
本
管
を
通
っ
て
処
理
場
ま
で
運
ば
れ

ま
す
。
処
理
場
で
は
微
生
物
の
力
で
汚
れ
を
分
解
し
ま
す
が
、
油
を
流
す

と
微
生
物
が
死
ん
で
し
ま
い
、
汚
水
を
処
理
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
下
水
道
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・分離マスの設置
分離マスを設置すると残飯や油が回収され油の付着、詰まりがなく
なり、配水管の管理が手軽になります。
・グリーンストラップの設置
グリーンストラップは分離マスより大容量のもので民宿や飲食店に
設置します。

下水道使用上の注意

台所では残飯、油を流さない
ようにしましょう

分離マスを定期的（1カ月ご
と）に掃除しましょう。

ごみや油は布や紙にしみ込ま
せてから普通ゴミとして処分
してください。

水洗トイレでは、トイレット
ペーパー以外の紙、異物を流
さないようにしましょう。

下水道にはガソリン、シンナ
ーなどの危険物を絶対に流さ
ないでください。

水をよみがえらせる柴山浄化センター



情　　　報
けいじばん

◆
町
臨
時
職
員
◆

▼
募
集
職
種
・
人
数

理
学
療
法
士
　
1
人

▼
応
募
資
格

50
歳
ま
で
で
理
学
療
法
士
の
資

格
を
有
し
通
勤
可
能
な
人

▼
勤
務
場
所
・
時
間
な
ど

・
香
美
町
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
公
立
香
住
総
合
病
院
内)

・
月
〜
金
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
1
日
8
時
間
）

・
5
月
1
日
か
ら
雇
用
予
定

▼
賃
金
　
日
額
　
6
、
7
0
0
円
　

通
勤
手
当
支
給
、
社
会
保
険
・

雇
用
保
険
加
入

▼
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
役
場
総
務
部
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切
　
4
月
20
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
部
総
務
課

蕁
0
7
9
6-

36-

1
1
1
1

健
康
福
祉
部
福
祉
課
介
護
保
険
係

蕁
0
7
9
6-

36-

4
3
4
5

◆
陶
芸
教
室
・
木
工
教
室
会
員
◆

香
住
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ

ー
で
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
活
動

の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
る
陶

芸
教
室
と
木
工
教
室
の
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
場
所

香
住
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

（
香
住
区
森
、
や
す
ら
ぎ
の
森
）

▼
活
動
内
容

・
陶
芸
教
室

月
３
回
火
曜
日
に
実
施

午
前
の
部
、
午
後
の
部

・
木
工
教
室

平
日
毎
日
開
催
。
経
験
や
技
術

を
活
か
し
自
分
た
ち
で
制
作
活
動

を
行
う
。

▼
対
象
者

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
会
費
（
月
額
）

・
陶
芸
教
室
　
3
、
0
0
0
円

・
木
工
教
室
　
2
、
0
0
0
円

（
い
ず
れ
も
教
材
費
は
別
途
必
要
）

▼
受
付
　
随
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

蕁
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

◆
パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
◆

▼
講
習
内
容

基
本
操
作
、
文
書
作
成
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル

▼
講
習
日

5
月
19
日
（
金
）
〜
7
月
15
日
（
土
）

ま
で
18
回
（
毎
週
金
・
土
曜
日
）

▼
募
集
人
数

昼
の
部
…
10
人
、
夜
の
部
…
10
人

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
受
講
料
　
37
、
0
0
0
円

▼
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

香
美
町
職
業
訓
練
校

蕁
0
7
9
6
・
36
・
0
1
2
2

◆
司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
相
続
・

多
重
債
務
・
消
費
者
問
題
・
成
年
後
見

な
ど
の
無
料
法
律
相
談
会
◆

▼
と
　
き
5
月
20
日
（
土
）

午
後
1
時
〜
4
時
（
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
　
豊
岡
市
民
会
館

▼
問
い
合
わ
せ
（
予
約
）
先

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

蕁
0
7
9
・
6
6
5
・
8
0
2
5

◆
平
成
18
年
産
水
稲
共
済

単
位
当
た
り
共
済
金
額
◆

今
年
度
水
稲
共
済
の
単
位
当
た

り
共
済
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
最
高
額
　
2
2
6
円

（
前
年
最
高
額
は
2
2
5
円
）

▼
そ
れ
以
外
の
金
額

2
2
1
円
、
2
1
1
円
、
2
0
1

円
、
1
9
1
円
、
1
7
1
円
、
1
5

1
円
、
1
3
1
円
、
1
1
3
円

※
低
い
金
額
を
選
択
す
る
と
被
害

に
あ
っ
た
と
き
に
十
分
な
補
償
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け

最
高
額
で
の
加
入
を
お
願
い
し
ま

す
。最

高
額
（
2
2
6
円
）
を
選
択
す

る
場
合
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
金
額
を
選
択
す
る
場

合
は
5
月
31
日
ま
で
に
「
農
作
物

（
水
稲
）
共
済
単
位
当
た
り
共
済
金

額
個
人
選
択
申
出
書
」
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
み
か
た
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
か
た

（
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
）

蕁
0
7
9
6
・
92
・
2
4
1
0

募
　
　
集

開
　
　
催
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4 月

香
美
町
役
場
本
庁
舎
　
　
　
　
　
　
36
・
1
1
1
1

〃
　
　
　
南
庁
舎
　
　
　
　
　
　
39
・
2
0
5
3

〃
　
　
　
村
岡
地
域
局
　
　
　
　
94
・
0
3
2
1

〃
　
　
　
小
代
地
域
局
　
　
　
　
97
・
3
1
1
1

香
美
町
教
育
委
員
会
　
　
　
　
　
　
94
・
0
1
0
1

〃
　
　
　
　
香
住
分
室
　
　
36
・
3
7
6
4

〃
　
　
　
　
小
代
分
室
　
　
97
・
3
9
6
6

公
立
香
住
総
合
病
院
　
　
　
　
　
　
36
・
1
1
6
6

公
立
村
岡
病
院
　
　
　
　
　
　
　
　
94
・
0
1
1
1

香
住
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
36
・
4
3
4
5

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
36
・
5
0
0
8

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
98
・
1
0
0
0

小
代
高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
　
97
・
2
2
0
2

◆主な連絡先◆
（市外局番：0796）

平
成
17
年
度

兵
庫
県
自
治
振
興

助
成
事
業
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
に
香
美
町
が
行
っ

た
左
記
の
事
業
は
、
経
費
の
一
部

と
し
て
兵
庫
県
の
競
馬
収
益
金
を

財
源
と
す
る
自
治
振
興
資
金
の
助

成
（
補
助
金
・
貸
付
金
）
を
受
け

て
実
施
し
ま
し
た
。

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
事
業

…
一
般
会
計
か
ら
下
水
道
事
業

特
別
会
計
（
公
共
下
水
道
）
へ
の

繰
出
金

●
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

運
動
の
展
開
事
業

…
香
り
の
住
む
ま
ち
づ
く
り
運

動
推
進
事
業
、
手
づ
く
り
花
い
っ

ぱ
い
運
動
推
進
事
業
、
香
り
の
人

づ
く
り
推
進
事
業
、
香
り
の
歴

史
・
文
化
づ
く
り
推
進
事
業
、
香

り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
な
ど
町
民
参
加
の
地
域
づ
く

り
事
業
（
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
大

会
、
花
フ
ェ
ス
タ
講
演
会
な
ど
）

に
か
か
る
経
費

●
矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事
業

…
矢
田
川
な
ど
の
桜
の
植
栽
経
費

●
観
光
開
発
整
備
事
業

…
岡
見
公
園
公
衆
ト
イ
レ
の
改

良
工
事
費

●
香
美
町
フ
ェ
ス
タ
事
業

…
大
阪
市
内
で
行
っ
た
香
美
町

観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
経
費

そ
の
ほ
か



㈲西本設備

〃

寺崎塗装店

㈲北近畿環境開発

〃

〃

〃

〃

清水工業㈲

㈱伊藤組

㈲山本モータース

㈱伊藤梅商店

㈲三七十

〃

㈲駒徳商店

平和焼肉

㈱ヤマヨシ

マルヨ食品㈱

㈱入江産業

㈱田村建設

〃

日ノ丸産業㈱

村岡日石㈱

美岡工業㈱

〃

社会福祉法人みかたこぶしの里

〃

〃

〃

㈱ニッコクトラスト

電気工事

配管工

建築塗装職人（見習可）

浄化槽管理士

水質管理補助

機械等保守管理

運転手

ごみの選別

土木施工管理技士

土木施工監督

自動車・保険営業

スタンドスタッフ

フロント事務

接客係

水産加工・荷造り

飲食・サービス係

水産加工員

営業

機械加工

普通作業員

土木施工管理技士

給油ほか

スタンドスタッフ

機械オペレータ

組立オペレータ

臨時介護員

嘱託介護員

看護員

介護員

栄養士業務

不問

不問

55以下

不問

不問

不問

不問

不問

不問

20～40

不問

30以下

不問

不問

50以下

不問

不問

50以下

不問

不問

不問

35以下

40以下

不問

不問

不問

不問

不問

不問

不問

1

1

3

2

2

1

1

1

1

2

1

2

1

3

1

1

1

2

3

1

1

1

2

3

1

3

6

4

2

1

事業所名 職　　種 年齢 人数

▼パート

求人情報
（平成18年2月21日～3月20日受付分・順不同）

栄養事務

引越・荷扱い作業員

販売員

販売員

水産加工員

クリーニング仕上工

クリーニング取次店集配業務

フロント事務

接客係

水産加工員

20～50

不問

18～45

16～40

50以下

25～45

25～40

不問

不問

不問

1

2

6

6

3

2

1

1

3

1

ハローワーク香住（職業安定所）
蕁0796・36・0137

富士産業㈱

日本通運㈱

㈱コメリ

〃

マルヤ水産㈱

㈱伸和

〃

㈲三七十

〃

㈱ヤマヨシ
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●
図
書
事
業

…
香
住
区
中
央
公
民
館
、
村
岡

区
中
央
公
民
館
、
小
代
区
中
央
公

民
館
の
図
書
購
入
費

●
有
害
鳥
獣
防
除
事
業

…
町
内
の
農
会
な
ど
が
行
う
有

害
鳥
獣
防
除
柵
な
ど
の
設
置
に
対

す
る
補
助
金

●
町
道
余
部
御
崎
線
災
害
防
除
事
業

…
町
道
余
部
御
崎
線
災
害
防
除

工
事
費

●
風
倒
木
緊
急
処
理
事
業

…
台
風
23
号
な
ど
で
被
害
を
受

け
た
風
倒
木
処
理
に
対
す
る
補
助

金平成18年度　ねこの引き取り日

香住区

7月13日
10月12日
1月18日

5月18日
8月10日
11月9日
2月8日

6月8日
9月14日
12月14日
3月8日

村岡区 小代区区名

引取会場
・時間

引き取り
日

香住文化会館
午前9時～10時

村岡地域局
午前9時～10時

小代地域局
午前9時～10時

平成18年度　香美町農作業受委託標準賃金表

畑 定めない

田 11,000円
小作料の標準額は、上田を基準としていますので小作料

の契約では下記の金額を目安にしてください。

上田…11,000円　中田…6,000円　下田…2,000円

小作料の標準額農地区分 備　　　考

田植え作業
1日当たり
8時間

時間外1時間につき1,200円

単　　位作業種目 備　　　考種　別
整備田 30a区画 未整備田

1日当たり
8時間普通作業

8,400 8,400 8,400

8,000

7,000

8,000

7,000

8,000

7,000

男

女

時間外1時間につき1,100円

時間外1時間につき950円

7,000

5,000

6,500

5,000

8,000

6,000

1回目

2回目
耕転 10a当たり

11,000

8,500

10,000

8,000

11,000

8,500
代かき 10a当たり

1回耕転後

2回耕転後

荒かき・代かきを同時にす
る場合

ディスクローター 7,000 6,000 7,000

荒かき 10a当たり 6,000 6,000 6,500

荒かき後の
代かき

10a当たり 7,500 7,500 8,000

機械田植え 1箱当たり 440 440 440

刈取
バインダー

10a当たり
倒状の場合は3～5割増。
すみ刈りは含まない。
結束紐は作業者負担。

9,000 9,000 9,000

刈取
コンバイン

10a当たり
倒状の場合は3～5割増。
すみ刈り、籾の運搬は含ま
ない。

22,000 21,000 22,000

脱穀
ハーベスター

1日当たり
8時間

15,100 15,100 15,100

畦ぬり
（機械）

1m当たり 100 100 100

乾燥 10a当たり 12,000 12,000 12,000
運搬などは委託農家負担
（10a未満も同額）

籾摺り 30kg当たり 520 520 520 運搬などは委託農家負担

肥料農薬
散布

10a当たり 2,000 2,000 2,000 肥料農薬代は含まない

畑耕転 10a当たり 7,700 7,700 7,700

賃金・利用料金

標　準　小　作　料

この小作料は平成18年4月1日以降の契約から適用します。また、この小作料は水稲の作付

けを前提として定めています。

■問い合わせ先　産業部農林課（村岡庁舎） 蕁0796・94・0321

産業部商工水産課　　　　　蕁0796・36・1111

小代地域局産業建設課　　　蕁0796・97・3111

（単位：円、消費税込み金額）

10a当たり
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この広報誌は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙100％を使用しています。 
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企
画
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務
部
企
画
課

編
集
後
記
「
日
々
雑
感
」

3
月
19
日
午
前
で
そ
の
長
い
役

目
を
終
え
た
、
寝
台
特
急
「
出
雲
」

号
。
特
に
余
部
鉄
橋
と
の
組
み
合

わ
せ
は
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
て
き
ま
し
た
。
ラ
ス
ト
ラ
ン

ま
で
の
数
週
間
、
い
や
数
カ
月
間

は
、
最
後
の
雄
姿
を
写
真
に
納
め

よ
う
と
全
国
各
地
か
ら
鉄
道
フ
ァ

ン
が
香
美
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
最

終
日
間
近
の
あ
る
日
、
私
も
早
朝

か
ら
余
部
駅
へ
撮
影
に
出
か
け
ま

し
た
。
午
前
5
時
30
分
、
ま
だ
歩

く
こ
と
も
困
難
な
ほ
ど
の
暗
闇
の

中
、
す
で
に
駅
に
は
30
人
く
ら
い

の
人
が
ス
タ
ン
バ
イ
。
「
出
雲
」

が
通
過
す
る
午
前
7
時
過
ぎ
が
近

づ
く
に
つ
れ
て
徐
々
に
人
が
増
え

て
き
て
、
最
後
は
身
動
き
も
と
れ

な
い
状
態
に
。
列
車
通
過
時
に
は

ガ
タ
ゴ
ト
と
い
う
通
過
音
と
、
そ

れ
を
迎
え
る
拍
手
の
よ
う
な
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
だ
け
が
辺
り

に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。（

タ
ク
）

まちのうごき
（平成18年3月1日現在）

合　計　22,555人（－39）
男　　10,756人（－11）
女　　11,799人（－28）
世帯数 6,969世帯（－ 8）

カッコ内は前月比

☆大いなるチャレンジを
6月11日（日）に、第14回みか
た残酷マラソン全国大会を開催し
ます。
この大会は、小代区内各所をか
けめぐり、いくつものうねりのあ
るZANKOKUなコース（24km）
です。
今年から、男女、年齢を問わず
4人1組で、その合計タイムを競
う団体戦の部を設けました。
新たなる試みと町民の温かい応
援で選手をお迎えしますので、ぜ
ひご参加ください。
◆参加料　　3,500円　
◆申込期限　4月28日（金）

また、10日
（土）午後5時から
おじろドームで、
前夜祭「歌とト
ークの集い　高
石ともやinみか
た」を開催しま
す。
入場は無料。
なつかしいフォークソングの

数々をお楽しみください。

☆問い合わせ（申し込み）先
みかた残酷マラソン全国大会事
務局（教育委員会小代分室内）
�0796・97・3966

町民の交流とＪＲの利用促進を目的に、旧香住町時
代に実施していた企画列車の旅「町民号旅行」を、合
併記念と位置付け全町民を対象に実施します。
今回の旅行は、6月16日（金）、17日（土）に「石川県
和倉温泉と五箇山相倉集落」方面へ、団体臨時列車「サ
ロンカーなにわ」と大型観光バスで訪ねる1泊2日の旅
です。
詳しくは全戸配布のチラシをご覧ください。

◆見どころ
・五箇山相倉合掌造り集落（南砺市）
天然のブナ林に囲まれた20棟の合掌造りが現存し、世界文化遺産にも登録
されています。
・長町武家屋敷（金沢市）
現在も住居として利用されている建物が多く、土塀と曲がりくねった小道

が印象的で、歴史ある町並みの中にも生活感が感じられます。
・千里浜なぎさドライブウェイ（羽咋市）
世界でも珍しく日本では唯一の浜辺を走る天然砂浜のドライブウェイ。波

打ち際のドライブが約8キロにわたって楽しめます。
◆問い合わせ先
町民号旅行実行委員会事務局（役場総務部企画課内） 蕁0796・36・1111

香美町誕生記念～第1回香美町民号旅行を実施！～ 第14回みかた残酷マラソン
全国大会ランナー大募集

▽但馬高原植物園

まもなく営業再開。ザゼンソウをはじめ、さまざまな花が咲き始

めます。

▽兎和野高原

5月中旬ごろからレンゲツツジが見ごろです。

▽ハチ北高原

ザゼンソウの自生地でもありますが、5月上旬ごろまでミズバシ

ョウも見られます。

▽御殿山公園

5月上旬ごろまで桜が咲き誇ります。5月上旬からはツツジも見

られます。

▽全国しゃくなげ公園

4月下旬から5月初旬にかけて全国各地から寄せられた約7、0

00本のシャクナゲが咲き誇ります。

▽三川山

5月3日の三川権現大祭のころにはシャクナゲが見ごろを迎えま

す。
※天候などにより時期がずれることがあります
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